










































































気異方性を算出する。                                           
申請先学部 理学部 























 より Fe濃度の小さい試料の磁化率を測定する必要があるが、反磁性の Δχは非
常に小さい。そこで、  に注目すると、以下の改善が有効であると
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一般に、弱磁性には常磁性と反磁性があり、常磁性の異方性は反磁性物    
質に不純物として含まれる鉄などの磁性イオンに起因して起こる。反磁      
性の異方性は、結合軌道の電子分布によって生まれる。 
物質の大部分を占める反磁性体には、外磁場 Bに比例した弱い磁化が、磁場と逆
方向に発生する。 
 
先行研究では、等方的でない酸素の配置の中に鉄イオンが入っているために磁気
的安定軸が生まれたと考えられた。 
もしそうならば、酸素を結んだ結合の方向にも異方性が現れることが予想され
る。 
つまり、結合の方向の反磁性異方性は、鉄イオンによる常磁性異方性より本質的
であると考えられる。 
 
 
 
